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ＪＲ東海が梶ヶ谷工区のトンネル調査掘進２３０ｍで終了表明
４月に沿線住民説明会実施へ。東百合ヶ丘工区と同時に 
今年９月の大深度トンネルの本掘進開始を意図している！？ 
見切り発車の本掘進方針にルート上・周辺住民の不安高まる 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
調査掘進で住民を「安心」させ、実は本掘進につなげる初期掘進である 

JR 東海は昨年３月 27 日からリニア新幹線梶ヶ谷工区で、また 3 月 31 日から東百合ヶ丘工

で大深度トンネルの調査掘進を始めました。2020年 10月 18日に起きた東京・調布市の東つ

つじヶ丘の東京外環道大深度トンネルの掘削工事が原因で住宅街の道路が陥没し、合わせて 3か

所の空洞が見つかったことを受けて、翌年 3月に事故検討委員会が事故原因の調査結果を発表し

ました。調査委員会は事故現場周辺の地下が「特殊地盤」であったことで事故が発生し、事業主

の NEXCO 東日本と施工業者が工事実施中に管理ミスがあったという調査結果をまとめて公表

しました。これを受けて JR 東海は同じ構造を持つリニア新幹線の大深度トンネルの工事につい

て説明会を開催し、北品川・梶ヶ谷・東百合ヶ丘・小野路（東京・町田市）・名城（名古屋市）、坂

下西の各非常口から２５０～３５０ｍの区間で調査掘進を行い、地盤の変化や地下水の水位など

について調査を行うことを明らかにしました。同時に、これまで進める気が無かったトンネルか

ら４０ｍ以内の家屋調査を行うことも表明しました。説明会で JR 東海は「リニアの大深度地下

ルートには特殊地盤は存在しない」、「外環道のような工事管理ミスはしない」と言明しました。 

各地で進まない調査掘進、北品川や坂下西では長期間の工事中断 
リニア新幹線の大深度トンネルは品川から町田市先までの第一首都圏トンネル（３７キロ）と

愛知県春日井市から名古屋までの第一中京圏トンネル（約３４キロのうち大深度地下１７キロ）

キロ）ですが、ＪＲ東海は事前に十分な地質調査を行っていないのに「特殊地盤は無い」と判断

し調査掘進を始めましたが、坂下西非常口はわずか４０ｃｍ掘削したところで掘削機のシールド

マシンが切羽を損傷し２０２３年８月以降工事は中断、北品川では５０ｍのところで掘削土砂が

シールドマシンに張り付いてストップ、１２４ｍのところでコンクリートパネルが組わせなくな

り、今日まで長期間掘進工事が止まっています。ＪＲ東海は川崎市内の調査掘進は順調としてい

ますが、それでも前途には住宅街の下を１６キロ近く掘削するという難工事が待ち受けています。 

ここが問題！リニア新幹線 
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ＪＲ東海による梶ヶ谷工区調査掘進結果説明会 

①４月１８日（木）午後６時半から 

 場所： 中原市民館多目的ホール（定員３５０名） 

②４月１９日（金）午後６時半から 

 場所： 川崎市民プラザふるさと劇場 

                     （定員４５０名） 

③４月２１日（日）午後６時半から 

 場所： 宮前市民館大ホール   （定員９００名） 

各回とも受け付けは午後６時１５分  

 

梶ヶ谷工区の調査掘進トンネル ２３０ｍで終了 
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大深度本トンネル工事は遅れている～建設発生土の埋め立て事業に影響 
 リニア新幹線の環境影響調査が終了、 

ＪＲ東海は２０１３年１０月に環境影響 

評価準備書を作成し、沿線自治体の首長 

意見や市民意見を求めました。リニア新 

幹線の工事にあたって６千万立方メート 

ル近い工事残土（建設発生土）の処分先 

が見つからず難航しました。これを見て 

国土交通省は各自治体に対し、処分先の 

選定に自ら調整に乗り出しました。 

 国交省の指導の下に川崎市はＪＲ東海と早くから協議していた可能性が高い  

ＪＲ東海は工事残土は沿線各県内で処分する方針であり、当時の国交省の積極的な動きやリニ 

アを担当するまちづくり局長が国交省出身であることなどからＪＲ東海が川崎市で発生するリニ」 

ア工事残土梶ヶ谷非常口を川崎港の東扇島の堀込部（１３・１ヘクタール）の埋め立てに利用し

てほしいと要請したと見るのが当然です。これを受けて川崎市は２０１４年１１月、港湾計画を

変更し、東扇島の埋め立ては輸出用自動車の一時待機場と民間仮倉庫の建設を目的に、埋立資材

に市内の公共的事業の建設発生土を活用することを決めました。 

 ２０１４年８月、ＪＲ東海は「中央新幹線工事実施計画（その１）」の認可を申請し、１０月に 

国交大臣はこの申請を認可しました。２０１５年１１月、市の財政局の「今後の大規模事業一覧」 

に「東扇島埋め立て事業にリニア残土を受け入れる」と明記され、２０１７年８月、市とＪＲ東 

海は梶ヶ谷非常口から排出される建設発生土１４０万立方メートルを東扇島埋め立てに利用する 

旨の覚書を締結しました。市民の前にリニア残土の埋め立て事業が始めて明らかにされたのはこ 

の時が初めてでしたが、実はこの３年前からリニア工事残土先を東扇島の埋め立てに使う方向で 

話が進められていたのです。 

 環境アセスメントを免れてリニア残土の処分場所を川崎市が提供 

 川崎市の規定によれば環境影響評価（アセスメント）の対象となるのは海面埋め立てについて 

は広さ１５ヘクタール以上の事業となっており、私たち東京・神奈川連絡会が求めていた環境ア 

セスが行われていません。大量の土砂埋め立てによる海洋への影響を考えれば、この事業に対す 

る環境アセスは当然です。また、東扇島埋め立て事業の建設関連費用は２４０億円で、ＪＲ東海 

が２００億円、川崎市が４０億円を負担しますが、輸出用自動車の待機場や仮倉庫の要望がある 

わけではありません。最初にリニア工事残土の処分先を決めておいてその後に用途を考えるよう 

な計画は採算が取れるとは言えません。川崎市臨海部では企業の撤退で広大な空き地が広がって 

います。今年度、ＪＦＥスチール（東日本製鉄所京浜地区）の高炉廃止で２５０万平方メートル 

の跡地が生まれます。シンクタンクから「自治体と連携し環境リサイクル事業や倉庫などの有効 

活用が望ましい」との提案も示されています。そうなれば市からの財政支出も必要と値います。 

大深度トンネル工事の遅れは２０２７年の埋立て地の完成に間に合わない 

 海面を埋め立ててまで土地を造成しても需要がないことは、東扇島埋め立て事業への川崎市の 

支出の返還を求め私たち東京・神奈川連絡会が住民請求した際にも明らかにしています。市の監 

査委員会は２０１９年にこの請求を棄却しました。市内のリニアトンネル工事や片平・犬蔵非常 

口工事が大幅に遅れています。JR東海は、「トンネル掘進は月３００メートル以上のペースで進 

める」としていますが、住民の安全を考えればこの工程が無理であることは明らかです。市内の 

すべてのリニア工事を中止し、市は東扇島埋め立て事業の再検討を考えるべきです。 
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  ストップ・リニア！訴訟控訴審、控訴理由書を提出 
  ４月２５日第一回口頭弁論（東京高裁１０１号法廷） 
              東京地裁が２０１９年１２月１日、７３８名の原                 

告のうち３分の２にあたる５３２名の原告適格                                    
を排除した不当判決後、川崎市や山梨県などの原告                                                         

              １５２名が東京高裁に上告（控訴）しました。 

                     その控訴審の第１回口頭弁論が４月２５日（木） 

                    午前１１時から東京高裁１０１号法廷で開かれます。 

                    裁判長は高裁民事１７部の古田 徹氏、右陪席が中 

                    園浩一郎氏、左陪席が森脇江津子氏となります。 

                     原告・サポーターの皆さんは当日午前１０時１５ 

分に東京地裁前にお集まり下さい。 

『判決は国交大臣の裁量権行使の逸脱』 
ストップ・リニア！訴訟控訴理由書～一部５００円で頒布 

原告弁護団は昨年１１月１７日に控訴しその後、控訴理由書を高裁に提出しました。リニアの

環境影響評価について、７月１８日の不当判決は「原告適格が認められた２４９名の原告が国交

大臣に対する本件工事実施計画の認可を取り消すことを求める請求をすべて棄却したものである。

その内容は、本件認可に全幹法を適用したことは違法であり、本件は鉄道事業法による手続きを

すべきとの主張については、単に速度だけで、時速２００キロメートル以上で走行するから全幹

法の対象であると判断し、原告適格を否定した論点である輸送の安全性の問題や南アルプス等の

自然環境の保護に関する違法の主張に対しては、行政事件訴訟法１０条を適用して、事故の法的

保護利益に係る争点ではないので違法主張はできないとして請求を棄却した」と記し不当性を批

判しています。その上で、「判決は、被控訴人（国）、参加人（ＪＲ東海）及びゼネコン４社が、自

らの利益のために本件リニア中央新幹線工事計画を強引に進め、日本の宝である南アルプスの自

然を破壊することに手を貸すことになった」として判決の趣旨を強く糾弾しています。 

控訴理由書は国交大臣の裁量権の濫用について法律上問題があることを指摘し、原告側が「中

身があまりにも杜撰である」と主張してきた環境影響評価審査における判断の枠組みにも誤りが

あることなども具体的に論証しています。 

控訴理由書は全文１２１ページがあり、リニア訴訟原告団のホームページにも掲載する予定で

すが、東京・神奈川連絡会では１部５００円で原告・サポーターにお分けしています。入手ご希

望の方は天野捷一、矢沢美也、山本太三雄の共同代表にお問い合わせください。部数が少ないの

で申し込み順とさせていただきます。 

控訴審開始を前に裁判官宛の公正な審理を求める要請はがきにも取組み 

リニア訴訟原告団は４月２５日の第１回口頭弁論を前に東京高裁の裁判官宛に「公正な判断を

求める」旨の要請はがきを郵送することになりました。その官製はがきは原告・サポーターにお

送りしますので、必要事項を記入し投函して下さい。これまで裁判官宛要旨はがきは２回、東京

地検特捜部宛は、リニア工事談合事件の際に１回取組み、はがきの枚数は各回２千枚でした。 

 裁判官ははがきを必ず見るということです。皆さんのご協力をお願いします。 

２０２３年７月１８日、誤った東京地裁判決 
 



今年も中原平和公園に千人が集まり「原発ゼロ！」の声を上げた 
2０１１年３月から１３年が経過した３月 

１０日、川崎市中原区の中原平和公園で「第 

１３回原発ゼロ カウントダウン inかわさき」 

が開かれ、好天にも恵まれ久しぶりに千人を 

超える市民が集まりました。 

 公園内には２０を超える展示や販売のテン 

トが並び、原発ゼロを求めて活動している市 

民団体が写真などを展示したり、廃炉を求め 

る署名を集めたりしていました。 

 午後１時からの交流集会では、福島第一原 

発関連の住民訴訟で弁護人を務めている脱原発弁護団全国連絡会共同代表の海渡雄一さんが、「最

高裁の元判事が東京電力の顧問弁護士のような役割努めている」と指摘し、「司法も被災者や避難

者に気持ちを向けていない」と述べました。また福島県いわき市から東京に避難している鴨下美和

さんが「長い間避難を強いられていることで、私たちは苦しい生活に追い込まれている」と訴え、

政府と東電に対し積極的な支援を求めました。      

矢沢美也共同代表がステージからリニア工事中止をアピール 

           ステージでは午後２時前から５団体からリレートークが行われ、東京 

            ・神奈川連絡会から矢沢美也共同代表が次のようにリニア工事中止を訴

えました。（左写真） 

            「リニア工事は品川から名古屋までの沿線全体で大幅に遅れており、静

岡県の反対だけで遅れているわけではありません。ＪＲ東海も当初の 

            ２０２７年開業を諦めましたが、いつ開業できるかの目途を明らかにし

ていません。川崎市内では東百合ヶ丘非常口からの大深度トンネル本掘

進を今年９月に開始する方針です。しかし、住宅街の本掘進は危険で 

            です。外環道大深度トンネル工事による地盤陥没で３０戸近い住民が 

転居を余儀なくされるような事態が起きないという保証はありません。リニアは東海道新幹線の３ 

～４倍の電力を消費しますが、ＪＲ東海は電力の供給は経済・社会活動に不可欠であり、発電方法 

に関わらず、将来にわたって安定的な電力供給を政府と電力会社にお願いすると主張しており、原 

発の電力を使わないと明言しているわけではありまっせん。リニアの建設費は１０兆５千億円に膨 

れ上がっています。足りなくなれば税金の投入も考えられます。危険でムダ使いのリニア新幹線の 

工事を阻止しましょう」。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

                  終了後参加者は中原平和公園から武蔵小杉までの１キロ

を                をデモ行進し、沿道の市民に「原発ゼロ」を訴えました。 
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